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令和 4年 有田川町成人式

成人の日を翌日に控えた 1 月 9 日（日）、晴れ着姿に身を包
んだ新成人が吉備中学校に集まりました。今年の当町の成人式
における対象者は 269 人で、当日は 222 人が出席しました。「成
人式実行委員会」が主となり、当日までの準備、当日の受け付
け、式の司会進行などを行いました。

式典では中山正隆町長をはじめ来賓の皆さまからお祝いの言
葉が贈られた後、栗山冴奈さんが新成人を代表し、「大人とし
ての自覚と、自分の言動や行動に対する責任を持つこと、そし
て、自分だけでなく誰かのために行動できることが“成人する
こと”と考えます」と、新成
人としての決意を誓いました。
式典の後には中学時代の恩師
からのビデオレターが流れ、
会場は懐かしさに包まれました。

成人式は一生に一度しかないものです。新成人の皆さまに
とって、大切な一日になったことでしょう。有田川町を支える
若い力として、これからのご活躍を祈念いたします。

成
人
す
る

と
い
う
こ
と
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※壇上での挨拶時（アクリルパーテーションを設置）
と写真の撮影時のみ、一時的にマスクの着脱を許可
しています。
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令和 4年 成人式実行委員
式を終えた皆さまから、新成人としての目標とコメントをいただきました。

栗山冴奈さん

芝﨑万奈実さん

周囲の方々の温かな愛に支
えられて、今日の日を無事に
迎えられたことに感謝します。

私にとって有田川町は思い
出に溢れた町です。地域の
方々や先生方、友人達と過ご
した日々は私の財産です。有
田川町で生まれ育ち、成人す
ることができたことを心から
幸せに思います。

人とのつながりを大切に
し、私が感じてきた人の温か
さを周囲に与えられる大人に
なりたいと思います。ありが
とうございました。

無事に成人を迎えられたこ
と、成人式を行うことができた
ことをとても嬉しく思います。
この日のために準備をしてくだ
さった方々や今までお世話に
なった多くの方々には感謝の気
持ちでいっぱいです。

今後はより一層自分の行動に
責任を持ち、社会の一員として
常に前向きに歩んでいきたいと
思います。

まだまだ制限のある生活が続
くと思いますが、二十歳は人生
に一度きりで、私自身学生生活
はあと 2 年限りです。この時間
を無駄にしないように一日を大
切に過ごしていきたいです。

心の余裕がある人になる新成人として自覚を持ち、
感謝と謙虚の気持ちを忘れずに、
何事にも挑戦する姿勢を持ちたい

林 はなさん

松本恭佳さん

人生の節目の成人式という
行事で実行委員の仕事をさせ
ていただき、とても思い出に
残るものになりました。

大変なこともありました
が、色んな人に助けられて無
事成功してすごく楽しかった
です。司会をするのはとても
緊張しましたが貴重な経験を
させていただきありがとうご
ざいました。

まだまだコロナ禍で大変な
世の中ですが、人と人とで支え
合い頑張っていきたいと思いま
す。ありがとうございました。 

ひとつひとつの行動に責任を持ち
今できることを

全力でやっていきたいです
新型コロナウイルス感染症流行

のなかではありましたが、無事に
成人式を開催できたことに感謝し
ています。その裏では、今まで育
ててくれた家族・友人、地域の人々、
準備に携わってくれた方々、私た
ちはたくさんの方々に助けても
らっていることを知りました。こ
れから何かで恩返しできるように
頑張ります。

また人生で一度しかない成人式
に実行委員として携われたことは、
とてもいい経験になりました。な
かには大変だと思うこともありま
したが、とても楽しかったです。
この貴重な経験をこれからの社会
で生かしていきたいと思います。
本当にありがとうございました。

これから大人として
何事にも一生懸命頑張ります
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※集合写真の撮影時、
一時的にマスクの着
脱を許可しています。

清水
地域

金屋
地域

藤並
地域

田殿
・御霊
地域
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令和 4 年（2022 年）有田川町消防団出初式
1 月 9 日（日）、明恵の里スポーツ公

園で有田川町消防団出初式を挙行しま
した。今年も昨年同様、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止の観点から、規
模を縮小して行いました。

出初式とは、消防関係者によって行
われる仕事始めの行事であり、日々住
民の安全・安心を担っている消防団員
は、今年 1 年の安全な活動を誓いまし
た。

受賞者：① 一般社団法人 Smile スミレ会

　　　　　 「有田川町 2021 カラフル聖火リレー」

　　　　② 杉澤奈々華さん「桜と猫の親子」

　　　　③ 多機能型事業所 夢おれんじ 「さくら」

紀の国わかやま文化祭 2021
「やすらぎふれあいフェスタ美術展」表彰式

令和 3 年（2021 年）10 月 30 日（土）～ 11 月 5 日（金）にかけて「やすらぎふれあいフェスタ美術展」
を開催しました。その展示作品の中で、特に多くの人に感動を与えた作品に贈る「ふれあい感動大賞」の表
彰式を 12 月 10 日（金）に開催し、3 組を表彰しました。おめでとうございます。

3 2

1
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有田南ロータリークラブ様から図書カードを寄贈賜りました
令和 3 年（2021 年）12 月 14 日（火）に、有

田南ロータリークラブ様（写真左 2 番目から多
井会長、金谷理事、畑中理事）より「子育てへ
の支援事業」の一環として、図書カードを寄贈
賜りました。

この図書カードは「コロナ禍によってさまざ
まな制限を受けている中学生に、好きな本を選
んで気分を一新してもらいたい」という有田南
ロータリークラブ様の思いから、有田郡内の中
学校生徒全員に贈られました。

誠にありがとうございました。

令和 3 年（2021 年）12 月 11 日（土）～ 12 日（日）
に、地域交流センター（ALEC）で小中学生を対
象とした「アニメの描き方講座」を開催しました。
講師は、手塚治虫氏と共にアニメ制作を経験し
た吉村昌輝さん。手塚プロダクションのアニメー
ターで、「雨降り小僧」の監督、他多数の作品制
作へ参加しています。

講座では、アニメーションの歴史を学ぶとこ
ろから始まり、実技練習としてそれぞれがオリ
ジナルキャラクターを考え、「走る」「椅子から
立つ」などのアニメを制作し、発表しました。
参加者の中にはアニメーターになることを目指
している子もいて、プロが使う道具や技に触れ、
充実した時間を送ることができました。

大好きなアニメを作ってみたい！
アニメの描き方講座
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有田川町と龍谷大学（京都府京都市）が連携して取り組む「ぶどう山椒の発祥地を未来へつなぐプロジェ
クト」が、近畿圏における産地振興の優良事例として、農林水産省近畿農政局から「近畿ディスカバー農山
漁村の宝」に認定されました。

本プロジェクトはぶどう山椒の認知促進を主な目的とし、大学生が山村地域に入り込み、農家や民間企業
との連携により開発した商品を通し、ぶどう山椒の魅力などを消費者に発信しています。

また、商品売り上げの一部を「ぶどう山椒」の苗木購入費に充てることで、産地を未来へつなぐことを目
指します。

龍谷大学と取り組む「ぶどう山
さ ん

椒
しょう

」の産地振興が
「近畿ディスカバー農

む ら

山漁村の宝」に認定されました

「有田みかん」をベトナムへ輸出
国産温州みかんのベトナムへの輸出が解禁さ

れ、全国で初めて和歌山県が誇る「有田みかん」
が輸出されました。令和 3 年（2021 年）11 月 28
日（日）に奥地区のありだ農業協同組合 AQ 中
央選果場で出発式が行われました。

病害虫の防除や農園の事前登録などの条件を満
たし、事前に検疫を済ませて箱詰めされたみかん
がトラックに積み込まれ、成田空港に向けて出発
しました。

今シーズンは 2t の輸出を見込んでおり、12 月
からベトナム南部の都市ホーチミンのスーパーな
どで販売が開始されました。その他 SNS やフリー
ペーパーを使った PR 活動を行い、現地消費者に
温州みかんの美味しさや産地の歴史など、その魅
力を発信します。

龍谷大学経営部藤岡ゼミの皆さまと中山町長・坂頭副町長 中山町長から藤岡ゼミの皆さまへメッセージを送りました
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KIBI-jr クラブ
コーチ 岡 真次

アシスタントコーチ 森川 悟
アシスタントコーチ 川口 裕弥
アシスタントコーチ 林 久人
アシスタントコーチ 岡 八月

番号 小学校・学年 氏名
4 御霊小学校 6 年 川口 恭生 ( 主将 )
5 藤並小学校 6 年 林 侑吾 ( 副主将 )
6 御霊小学校 6 年 川口 椋生
7 藤並小学校 6 年 知念 栄斗
8 藤並小学校 6 年 林 葵翔
9 御霊小学校 6 年 赤井 航大
10 御霊小学校 6 年 木下 莉玖
11 保田小学校 5 年 田島 遥人
12 藤並小学校 5 年 岡本 葵
13 箕島小学校 5 年 木下 一颯
14 保田小学校 5 年 小池 悠生
15 藤並小学校 5 年 林 優羽
16 藤並小学校 4 年 林 歩真
17 箕島小学校 4 年 楉 徠矢
18 藤並小学校 4 年 平木 瑠
19 御霊小学校 6 年 山本 望流
20 保田小学校 5 年 杉浦 瑛悟
21 保田小学校 5 年 狗巻 佳壱
22 御霊小学校 4 年 松野 宋祐

KIBI-jr クラブ男子が、第 48 回和歌山県冬季ミ
ニバスケットボール大会で優勝しました。

選手たちは、3 月 28 日（月）～ 31 日（木）に
東京都の国立代々木競技場で開催される第 53 回
全国ミニバスケットボール大会へ出場します。頑
張ってください！

KIBI-jr クラブ男子が
全国大会へ出場

全国でも頑張ります!
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令和 3 年度（2021 年度）
援護事業功労者の厚生労働大臣表彰

源出さんは、有田郡遺族連合会や有田川町遺
族会の会長を務め、多年にわたって戦傷病者
や戦没者遺族の援護に関する事業に携わりまし
た。その功績をたたえられ、このたび「援護事
業功労者の厚生労働大臣表彰」を受章されまし
た。おめでとうございます。

源出 東洋士 さん（川口）

第 37 回危険業務従事者叙勲 瑞宝単光章

第 25 回 和歌山県花いっぱいコンクール
家庭の部 優秀賞

青木 義雄 さん（土生）

（写真右）

青木さんは、昭和 48 年（1973 年）から 37 年
間、警察官として事件・事故の発生時には真っ
先に現場に駆けつけるなど、住民の命と財産を
守るためにご尽力されました。危険性の高い業
務に従事し、社会に貢献したことが認められ受
章されました。おめでとうございます。

このコンクールでは、県内で花のあるまちづ
くりに取り組む個人や団体が表彰されます。

佐々木さんは、「第 31 回全国花のまちづくり
コンクール」の個人部門でも入選されています。
おめでとうございます。

佐々木 裕哲 さん（北筋）

（写真左）

410広報ありだがわ　2022.2



弾道ミサイル発射情報の訓練放送を実施します

国からの弾道ミサイル発射情報を「J ア
ラート」を介し、自動で住民へ伝達する訓
練を全国一斉に実施します。防災行政無線
放送などの情報配信を実施しますが、訓練
ですので実際の情報と取り違えないように
ご注意ください。

メッセージが流れたら、落ち着いて、直ち
に行動してください。

●屋外にいる場合／近くの建物か地下に避難。
●建物がない場合／物陰に身を隠すか、地面

に伏せて頭部を守る。
●屋内にいる場合／窓から離れるか、窓のな

い部屋に移動する。

弾道ミサイル落下時のとるべき避難行動

●日時
　2 月 16 日（水）
　11:00 ～

八幡小学校の児童が公共交通について学びました
1 月 14 日（金）、八幡小学校の 1・2 年生が公共

交通について学びました。有田鉄道株式会社の協
力により、実際に路線バスへ乗り込み、バスの乗
り方や料金の支払いの説明を聞きました。その後
は役場職員から、公共交通（バス・電車など）の
大切さや、利用するときのマナーの大切さについ
て学びました。

子どもたちからは「初めてバスに乗って緊張し
た」「路線バスに乗ってみたい」などの声が上がり
ました。
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令
和
３
年
11
月
19
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

経
済
対
策
」
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
の
生

活
支
援
を
行
う
た
め
に
、
対
象
と
な
る
方

に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
給
付
額
／
児
童
１
人
あ
た
り
一
律
10
万
円

※
児
童
１
人
に
つ
き
１
回
限
り

●
対
象
児
童

①
令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手
当
支
給
対

象
と
な
る
児
童

②
令
和
3
年
９
月
30
日
時
点
で
15
歳
以
上

18
歳
以
下
（
平
成
15
年
４
月
２
日
～
平

成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
児
童

※
保
護
者
の
所
得
が
児
童
手
当
の
支
給
対

象
と
な
る
金
額
と
同
等
未
満
の
場
合

③
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

新
生
児

※
児
童
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
場
合

※
18
歳
以
下
の
児
童
が
学
生
か
就
職
し
て

い
る
か
は
問
わ
な
い
が
、
婚
姻
中
の
場

合
は
対
象
外
。

●
支
給
対
象
者
／
支
給
対
象
児
童
の
保
護

者
の
う
ち
、
児
童
手
当
の
受
給
者
も
し

く
は
そ
れ
に
準
ず
る
対
象
者
（
所
得
の

高
い
方
）
に
支
給
し
ま
す
。

※
児
童
手
当
の
特
例
給
付
を
受
給
し
て
い

る
方
は
支
給
対
象
外
で
す
。

●
支
給
手
続
き

①
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
原
則

申
請
不
要
で
す
。
令
和
3
年
12
月
下
旬

か
ら
順
次
、
児
童
手
当
の
支
給
口
座
に

振
込
予
定
で
す
。
振
込
前
に
は
お
知
ら

せ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
給
付
金
受
給

を
辞
退
さ
れ
る
方
は
期
日
ま
で
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

※
当
初
対
象
者
の
方
に
は
令
和
3
年
12
月

24
日
に
支
給
済
み
で
す
。

②
対
象
児
童
②
の
み
を
養
育
し
て
い
る
方

と
公
務
員
の
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

令
和
3
年
12
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
を
送

付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
日
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
が
届
き
次
第
精
査
し
、
翌
月
末

に
支
給
予
定
で
す
。

●
注
意
事
項

①
口
座
解
約
、
名
義
変
更
等
に
よ
り
指
定

口
座
へ
の
振
込
が
で
き
な
い
場
合
、
給

付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
事
前
に
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。　

②
給
付
金
を
二
重
で
受
け
取
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
別
市
町
村
か
ら
受
給
さ
れ

た
、
も
し
く
は
申
請
し
た
方
は
必
ず
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

③
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

新
生
児
に
つ
い
て
は
、
児
童
手
当
の
申

請
認
定
後
、
随
時
お
知
ら
せ
を
送
付
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
出
生
届
の
際
に
給
付
金

の
申
請
が
必
要
で
す
。

●
お
願
い

本
給
付
金
は
私
た
ち
の
国
の
子
ど
も
た

ち
を
力
強
く
支
援
し
、
そ
の
未
来
を
拓ひ

ら

く

観
点
か
ら
給
付
を
行
い
ま
す
。
こ
の
趣
旨

は
、
離
婚
な
ど
の
場
合
で
あ
っ
て
も
変
わ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
基
準
日

前
後
で
養
育
者
が
異
な
る
場
合
に
は
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望
ま
し
い
使
途
に
つ

い
て
よ
く
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ご
活
用
い
た
だ
け

る
よ
う
受
給
者
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
申
請
期
限

・
対
象
児
童
②
の
み
養
育
し
て
い
る
方
、

公
務
員
の
方
／
２
月
28
日
（
月
）
必
着

・
新
生
児
の
保
護
者
の
方
／
４
月
15
日

（
金
）
必
着

※
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
給
付
金
の
受
け

取
り
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
内
閣
府
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
2
0
‐
5
2
6
‐
1
4
5

※
9
時
～
20
時
ま
で

令
和
3
年
度

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

問
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

児童手当の所得制限限度額表
扶養親族等の

人数 所得制限限度額 収入額の目安

0 人 622 万円 833 万 3,000 円

1 人 660 万円 875 万 6,000 円

2 人 698 万円 917 万 8,000 円

3 人 736 万円 960 万円

4 人 774 万円 1,002 万円

5 人 812 万円 1,040 万円
※収入金額の目安は、給与収入のみで計算しています。
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高額医療・
高額介護
合算制度

●
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
と
は

こ
の
制
度
は
、
医
療
保
険
（
国
民
健
康

保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
職
場
の

健
康
保
険
な
ど
）
と
介
護
保
険
の
両
方
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
世
帯
の
自
己
負
担

が
、
高
額
に
な
る
場
合
の
負
担
を
軽
減
す

る
制
度
で
す
。

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
そ
れ
ぞ
れ
の

月
額
の
上
限
額
を
適
用
し
た
後
に
、
年
間

（
毎
年
8
月
～
翌
年
7
月
）
の
自
己
負
担

額
を
合
算
し
て
、
年
額
の
「
自
己
負
担
限

度
額
」（
下
表
）
を
超
え
た
場
合
は
、
申

請
に
よ
っ
て
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、食
費
や
居
住
費
、差
額
ベ
ッ

ド
代
に
つ
い
て
は
合
算
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

●
支
給
の
対
象
お
よ
び
申
請

・
支
給
の
対
象

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
制
度
と
も

に
自
己
負
担
額
が
あ
る
世
帯
。
医
療
保
険

ご
と
に
一
つ
の
世
帯
と
み
な
し
ま
す
。
住

民
票
で
同
じ
世
帯
に
な
っ
て
い
て
も
、
加

入
す
る
医
療
保
険
が
異
な
る
と
別
世
帯
と

し
て
計
算
さ
れ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

・
申
請
窓
口

7
月
末
日
現
在
に
加
入
す
る
各
医
療
保

険
の
窓
口
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
添

付
書
類
と
し
て
「
自
己
負
担
額
証
明
書
」

な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請

時
に
各
医
療
保
険
窓
口
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

●
勧
奨
通
知

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
の
方
で
、
計
算
期
間
内
（
令

和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
8
月
1
日
～

令
和
3
年
（
2
0
2
1
年
）
7
月
31
日
）

に
保
険
者
の
変
更
な
ど
が
な
か
っ
た
方
に

つ
い
て
は
、
支
給
対
象
者
の
方
に
申
請
書

な
ど
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
が
届

い
た
方
は
、
各
庁
舎
の
医
療
保
険
窓
口
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
計
算
期
間
内
に
死
亡
さ
れ
た
方

や
市
町
村
を
超
え
て
転
居
し
た
方
、
他
の

医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

た
方
な
ど
に
は
、
勧
奨
通
知
が
送
付
さ
れ

て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
支
給
条
件

に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
医
療
保

険
の
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【70 歳未満の方】国民健康保険または職場の健康保険加入者
（年額／令和 2 年（2020 年）8 月～令和 3 年（2021 年）7 月）

所得区分 所得要件 自己負担限度額
（年間）

ア 年間所得 901 万円超 212 万円
イ 年間所得 600 万円超 901 万円以下 141 万円
ウ 年間所得 210 万円超 600 万円以下 67 万円
エ 年間所得 210 万円以下 60 万円
オ 住民税非課税世帯 34 万円

※年間所得とは…総所得金額から基礎控除額を差し引いた額

【70 歳以上 75 歳未満の方】国民健康保険または職場の健康保険加入者
【75 歳以上の方など】後期高齢者医療制度加入者

（年額／令和 2 年（2020 年）8 月～令和 3 年（2021 年）7 月）

所得区分 所得要件 自己負担限度額
（年間）

現役並み所得者Ⅲ 課税所得 690 万円以上 212 万円
現役並み所得者Ⅱ 課税所得 380 万円以上 690 万円未満 141 万円
現役並み所得者Ⅰ 課税所得 145 万円以上 380 万円未満 67 万円

一般 「低所得者Ⅰ・Ⅱ」「現役並み所得者」の
いずれにも当てはまらない方 56 万円

低所得Ⅱ 住民税非課税世帯（低所得Ⅰ以外の方） 31 万円

低所得Ⅰ 住民税非課税世帯
（世帯全員の所得が 0 円となる方） 19 万円

●
問
い
合
わ
せ
先

・
医
療
保
険
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

／
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

・
介
護
保
険
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

／
長
寿
支
援
課
（
金
屋
庁
舎
）

年齢や世帯の所得に応じて自己負担限度額が決まります

ご存じですか？
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冬
場
に
お
け
る
浴
槽
で
の
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
が
代
表
的
で
、
入
浴
中
の
ヒ
ー

ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
意
識
障
害
が
原
因
で

浴
槽
に
倒
れ
、
沈
み
込
ん
で
溺
死
す
る
な

ど
の
結
果
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

 
起
こ
り
や
す
い
人
・
場
所

●
起
こ
り
や
す
い
人

・
高
齢
者

・
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
動
脈
硬
化
が
あ
る

人
・
肥
満
（
B
M
I
：
25
以
上
）
の
人

・
不
整
脈
や
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
人

・
30
分
以
上
の
長
風
呂
や
熱
い
お
風
呂
が

好
き
な
人

・
浴
室
に
暖
房
器
具
な
ど
が
な
く
、
寒
い

環
境
で
入
浴
す
る
人

●
起
こ
り
や
す
い
場
所

・
浴
室
、
洗
面
所
、
ト
イ
レ
な
ど
冬
に
冷

え
込
む
場
所

2
月
に
入
り
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続

く
中
で
、
普
段
の
生
活
で
注
意
し
て
ほ
し

い
現
象
で
す
。
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
は
毎
年

多
く
の
人
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

 

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は

大
き
な
気
温
の
変
化
に
よ
っ
て
血
圧
が

急
激
に
上
下
し
、
脳
内
出
血
や
大
動
脈
解

離
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
と
い
っ
た
心
臓

や
血
管
の
疾
患
が
突
然
起
こ
る
こ
と
を

「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と
呼
び
ま
す
。

健康みちしるべ

冬
に
起
こ
り
や
す
い
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

 

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

血
圧
が
乱
高
下
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
普
段

か
ら
温
度
差
を
な
る
べ
く
な
く
し
、
体
へ

の
負
担
を
少
な
く
す
る
よ
う
に
環
境
を
整

え
ま
し
ょ
う
。

●
浴
室

・
脱
衣
所
と
浴
室
を
暖
め
る

・
入
浴
前
と
入
浴
後
に
水
分
補
給
す
る

・
お
風
呂
の
温
度
を
低
め（
38
℃
～
40
℃
）

に
設
定
し
、
ゆ
っ
く
り
温
ま
る

・
長
時
間
湯
に
浸
か
ら
な
い（
10
分
程
度
）

・
ゆ
っ
く
り
と
浴
槽
か
ら
出
る

・
食
事
前
に
入
浴
す
る

・
入
浴
前
に
お
酒
を
飲
ま
な
い

・
入
浴
時
に
声
か
け
を
す
る

●
ト
イ
レ

・
暖
房
器
具
を
設
置
す
る

・
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
（
い
き
み

す
ぎ
な
い
）

・
寝
室
は
ト
イ
レ
の
近
く
に
す
る

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
は
生
活
環
境
を
改
善

す
る
こ
と
で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
人
一
人
が
、
安
心
・
安
心
を
心
掛

け
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

開設日時など

あそびのひろば 金曜日（2 月 4 日・18 日・25 日）
※予約制。詳細は予定表でご確認ください。

10:00 ～ 11:00
14:00 ～ 15:00

にこにこひろば
（1 歳半～） 2 月はお休み。

防災講座
～もしもに

備えていますか？～

2 月 22 日（火）13:30 ～ 14:30（予約制）
●場所／子育て支援センター　●定員／ 10 組程度
※参加費無料

ベビーマッサージ
＆ママ・ヨーガ

2 月 28 日（月）13:30 ～ 14:30（予約制）
●場所／子育て支援センター　●定員／ 10 組程度
●講師／喜多典子先生　※参加費無料

子育て支援センター
　　☎ 090-7966-1697
　　　 52-5474（ファクス兼用）

　子育て支援センターでは、一時預か
り保育を行っています。詳しくは町
ホームページをご覧いただくか、お気
軽にお問い合わせください。

※実施状況や毎月の予定表などは町ホームページでもお知らせしています。
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集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

2 月 20 日（日）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

　特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮

※集団健診は事前に申し込みが必要です。
　健康推進課（金屋庁舎）または清水行政局住民福祉
　室でお申し込みください。
※ 2 月 20 日（日）は web から
　申し込みができます。

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

2 月 3 日（木）、3 月 3 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康相談 健康推進課（金屋庁舎）

2 月 2 日（水）、3 月 2 日（水）
■場所／金屋文化保健センター

健康づくり講座 健康推進課（金屋庁舎）

3 月 3 日（木）13：30 ～　きび保健福祉センター
■内容／医師の講話・個別相談

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

2 月 3 日（木）金屋文化保健センター
2 月 7 日（月）清水保健センター
2 月 10 日（木）金屋文化保健センター
2 月 17 日（木）金屋文化保健センター
3 月 3 日（木）金屋文化保健センター
3 月 7 日（月）清水保健センター
※清水保健センターでは、10:30 頃から
　保育士による育児サロンも併せて行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）10 月生まれ］
　2 月 22 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）3 月生まれ］
　2 月 1 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和 2 年（2020 年）6 月生まれ］
　2 月 16 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和元年（2019 年）11 月生まれ］
　3 月 2 日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［平成 30 年（2018 年）7 月生まれ］
　2 月 9 日（水）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

おとな こども
健康 応援 スケジュール

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和 3 年（2021 年）12 月）

加入者数 7,460 人

支払額 3 億 2,078 万円

1 人当たりの医療費
4 万 2,999 円

（前年同月 4 万 547 円）

令和 2 年度（2020 年度）
1 人当たりの医療費

3 万 7,372 円／月

44 万 8,464 円／年

　医療費が増えると、自己負担額や国保税の増
加につながります。私たちのちょっとした心が
けで、その増加を止めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかり方を見直しましょう

（重複・頻回受診などは、なるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう

（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間
19:30～
20:30

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
9:00～
11:00

申し込み用
QR コード
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高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問金屋庁舎　 ☎ 32-5102（直通）

清水行政局 ☎ 25-1269（直通）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

おたっしゃさ～ん！
～これからも現役！いつまでも現役！～

竹内 功　さん（96 歳）

「新聞を読むことが日課。いつも笑顔の竹内さん」

12 月 15 日（水）に有田中央高等学校清水分校の 3 年生の生徒が「認知症サポーター養成講座」を受講し
てくれました。

生徒からは「失敗しても責めずに、大丈夫だよと言えるように心掛けたい」との感想が出ました。
また、12 月 23 日（木）に広川町いなむらの杜で「キャラバン・メイト県内交流研修会」が開催されました。

研修会では、和歌山市認知症キャラバン・メイト連絡会会長による模擬サポーター養成講座が行われ、分か
りやすく伝えるための工夫など、大変参考になりました。

― 認知症キャラバン・メイト連絡会活動報告 ―

功さんの健康の秘訣！
 ・食事はバランスよく
　たくさん食べる。
 ・笑顔を心掛ける。
 ・たまに近くを散歩する。
　（1,400 歩くらい歩く）

認知症サポーター養成講座の様子 キャラバン・メイト県内交流研修会

竹内功さんは、午前中はテーブルの椅子に
姿勢よく座り、新聞をきっちり隅から隅まで
読むことを日課にしています。細かい文字も
大丈夫。「これはこれは…」と、想像しながら
いろんな記事を読むのが楽しみだそうです。
また取材する際には、戦時中の体験や生まれ
育った土地のことなどを教えてくれました。
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Ａ
Ｅ
Ｄ
は
「
自
動
体
外
式
除
細
動
器
」

と
い
い
ま
す
。
電
極
の
つ
い
た
パ
ッ
ド
を

体
に
貼
る
こ
と
で
、
心
臓
の
状
態
を
自
動

的
に
判
断
し
ま
す
。心
臓
が
細
か
く
震
え
、

血
液
を
全
身
に
送
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
で
あ
る
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
認
識
す
れ
ば
、
心

臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常
な
動

き
に
戻
す
可
能
性
を
高
め
ま
す
。

心
臓
が
突
然
停
止
す
る
原
因
の
多
く
は

「
心
室
細
動
」
と
呼
ば
れ
る
心
臓
の
痙け

い

攣れ
ん

で
す
。
心
室
細
動
が
起
こ
る
と
、
心
臓
が

ぶ
る
ぶ
る
と
震
え
、
全
身
に
血
液
を
送
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
脳
や
臓
器

な
ど
に
血
液
が
届
か
な
い
時
間
が
長
く
な

る
ほ
ど
救
命
が
難
し
く
な
り
、
一
命
を
と

り
と
め
た
と
し
て
も
、
後
遺
症
の
リ
ス
ク

が
高
く
な
り
ま
す
。
心
室
細
動
が
起
こ
っ

た
場
合
、
少
し
で
も
早
く
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

A
E
D
は
、
電
源
を
入
れ
れ
ば
自
動

音
声
で
使
用
方
法
を
指
示
し
て
く
れ
る
の

で
、
誰
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
救

命
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
有
田
川
町
内
の
公
共
施
設
や

事
業
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
設
置
場
所
を
掲
載
し
て
い
る

の
で
、
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

わ
か
や
ま
医
療
情
報
ネ
ッ
ト

県
内
の
全
医
療
機
関
を
対
象
と
し
た
調

査
を
行
い
、回
答
の
あ
っ
た
病
院
・
診
療
所
・

歯
科
診
療
所
に
関
す
る
情
報
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

皆
さ
ま
が
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
「
わ

か
や
ま
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
」
と
検
索
す
る

と
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
ま
た
電
話
で
も
病

院
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

●
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
診
察
可
能
な
病
院
が
分
か
ら
な
い
と
き
）

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

●
和
歌
山
県
子
ど
も
救
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
＃
８
０
０
０
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯

電
話
）

☎
０
７
３
‐
４
３
１
‐
８
０
０
０
（
ダ
イ

ヤ
ル
回
線
・
I
P
電
話
）

※
平
日
19
時
か
ら
翌
朝
9
時
ま
で
、土
日
・

祝
日
9
時
か
ら
翌
朝
9
時
ま
で

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

火
災
予
防
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
全
国

統
一
防
火
標
語
の
募
集
に
合
わ
せ
て
防
火

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
が
火
災
予
防
に
つ
い
て
の
意
見

や
考
え
を
自
由
な
発
想
で
イ
メ
ー
ジ
し
絵

画
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
で
、
正
し
い
火

の
取
り
扱
い
を
考
え
な
が
ら
、
火
遊
び
や

火
災
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
防
火

に
関
す
る
意
識
を

高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

管
内
の
小
学
校
か

ら
作
品
を
応
募
い

た
だ
き
、
次
の
作

品
が
最
優
秀
賞
・

優
秀
賞
・
特
別
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

火
災
予
防
の
啓
発

に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

火
災　
…　
22
件

救
急　
…　
1
2
3
6
件

救
助　
…　
11
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

12
月
末
現
在
の
出
動
件
数

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

消
防
だ
よ
り

●
最
優
秀
賞

　

藤
並
小
学
校
6
年　

湯
田 

琉
雅
さ
ん

（
＝
上
段
）

●
優
秀
賞

　

小
川
小
学
校
6
年　

滝
谷 

真
優
実
さ
ん

（
＝
下
段
右
）

　

藤
並
小
学
校
４
年　

山
本 

陽
斗
さ
ん

（
＝
下
段
中
央
）

●
特
別
賞

　

石
垣
小
学
校
3
年　

二
澤 

奏
帆
さ
ん

（
＝
下
段
左
）

A
E
D
が
命
を
救
う
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問こども教育課（金屋庁舎）
マラソン大会 ・学習発表会

12 月 6 日（月）、いい天気に恵まれ、マラソン大
会を行いました。11 時に低学年（1 ～ 3 年生）の
部が元気いっぱいにスタートしました。高学年（4
～ 6 年生）の部は 11 時 20 分にスタートし、自分
のペースでそれぞれの目標に向かって走りました。

育友会役員の方々が、それぞれのポイントに
立ってくれ、保護者の応援もあって、児童は精一
杯頑張ることができました。

田殿小学校　マラソン大会

安諦小学校　学習発表会
11 月 23 日（火）に、学習発表会を行いました。

地域で学んだ生活やくらし、歴史や文化を発表し
たり、きれいな音色の演奏を披露したりしました。

参加いただいた地域の皆さまから拍手やお言葉
をいただき、児童たちは交流を深めることができ
ました。
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開催中の原画展
有田川町
絵本コンクール 2021
原画展

期間／ 1 月 4 日（火）～ 2 月 27 日（日）
場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

イベント

絵本作家金澤麻由子の世界
映像と音楽で楽しむ
絵本の読み聞かせとコンサート

日時／ 3 月 5 日（土）14:00 ～（13:30 開場）
場所／ ALEC　　
定員／ 50 名　※無料　※整理券要
申込／ 2 月 5 日（土）10:00 ～
※定員になり次第受け付け終了
申込場所／ ALEC・ちいさな駅美術館・
　　　　　金屋図書館・しみず図書室

図書館だより

今月のイベント
おひざでだっこのおはなし会　※要申込

日時／ 2 月 8 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館
対象／ 4 カ月～ 2 歳児　　定員／ 10 組

おはなし会
①日程／ 2 月 6 日（日）・13 日（日）
   　　　  　   20 日（日）・27 日（日）

時間／ 14:00 ～ 14:30
場所／ポッポ絵本館

②日程／ 2 月 12 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／金屋図書館

③日程／ 2 月 26 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／しみず図書室

新着図書案内
■一般書
遺言歌　…………………………… なかにし礼／著
偽装同盟　…………………………… 佐々木譲／著
真夜中のマリオネット　………… 知念実希人／著
真田の兵ども　……………………… 佐々木功／著
ミス・パーフェクトが行く！　……… 横関大／著
マンモスの抜け殻　………………… 相場英雄／著
女性失格　………………………… 小手鞠るい／著
アスベストス　……………………… 佐伯一麦／著

■児童書
おばあさんとトラ　 ……………… ヤン・ユッテ／作
よみがえれ、マンモス！ 近畿大学マンモス復活プロジェクト
………………… 　令丈ヒロ子／文　深川直美／絵
こんなかお、できる？
……… ウィリアム・コール／作　トミー・ウンゲラー／絵

全館臨時休館日／ 2 月 10 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図

書室に設置）をご利用ください。

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：10:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月曜・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・祝日休館

今月の移動図書館
2 月 2 日（水） 小川小学校　12:50 ～ 13:15
2 月 4 日（金） 八幡小学校　13:00 ～ 13:45
2 月 9 日（水） 安諦小学校　12:40 ～ 13:00
　　　 し み ず 園　15:30 ～ 16:00
2 月 16 日（水） 小川小学校　12:50 ～ 13:15
2 月 18 日（金） 石垣小学校　12:30 ～ 13:00
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家庭から出る
燃えるごみの収集量

令和 3 年（2021 年）11 月／約 294 トン
前月から約 4 トンの増加

有田川町の家庭から出る燃えるごみや燃えないごみは
環境センターで処理されており、その運営費の一部を分
担金として支払っています。分担金はごみ搬入量と人口
に基づいて計算されます。

生ごみの水切りやコンポスト容器の利用など、ごみ減量に
よって環境にも町財政にもエコな暮らしを目指しましょう。

環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局　
建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

尾
岩
坂
ご
み
処
分
場
（
川
口
４
４
１
番

地
）
で
は
、
家
庭
か
ら
発
生
し
た
土
砂
や

が
れ
き
類
な
ど
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
搬
入
で
き
る
も
の

町
内
の
家
庭
か
ら
発
生
し
た
次
の
も
の

の
う
ち
、
町
民
自
ら
が
解
体
し
処
理
し
た

も
の
に
限
り
ま
す
。

・
土
砂

・
ガ
ラ
ス
、
陶
器
類

・
が
れ
き
類
（
瓦
・
れ
ん
が
・
タ
イ
ル
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
（
鉄
筋
の
入
っ
て
い

な
い
も
の
）・
非
飛
散
性
カ
ラ
ー
ベ
ス

ト
な
ど
）

※
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
石
こ
う
ボ
ー
ド
は
搬

入
禁
止
で
す
。

※
解
体
や
撤
去
、
処
理
な
ど
を
業
者
に
依

頼
し
て
発
生
し
た
も
の
は
、
産
業
廃
棄

物
と
み
な
さ
れ
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

●
処
分
場
の
取
扱
日
と
時
間
／
毎
週
木
～

日
曜
日
の
8
時
30
分
～
17
時

●
処
分
場
へ
の
搬
入
条
件

・
処
理
場
へ
搬
入
で
き
る
方
は
、
許
可
を

受
け
た
本
人
か
、
許
可
を
受
け
た
本
人

の
4
親
等
以
内
の
方
で
す
。

・
搬
入
の
上
限
量
は
4
ト
ン
（
同
一
現
場

か
ら
の
搬
入
量
の
累
計
）
で
す
。

●
許
可
申
請
方
法

・
尾
岩
坂
ご
み
処
理
場
へ
搬
入
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
環
境
衛
生
課
で
許

可
願
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

・
許
可
書
は
、
搬
入
物
発
生
地
の
現
場
確

認
後
に
お
渡
し
し
ま
す
。

・
搬
入
者
は
、
搬
入
時
に
運
転
免
許
証
を

管
理
人
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
処
理
手
数
料

使
用
済
み
の
乾
電
池
は
各
地
区
内
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
設
置
し
て
い
る

乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
回
収
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
乾

電
池
以
外
の
も
の
（
充
電
式
電
池
・
ボ
タ

ン
電
池
・
電
球
・
ラ
イ
タ
ー
・
空
き
缶
な
ど
）

が
た
く
さ
ん
混
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
乾
電

池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
は
乾
電
池
以
外
の
も

の
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
乾
電
池
を
袋
に
入
れ
た
ま
ま
乾

電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
な
い
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

乾
電
池
ボ
ッ
ク
ス
が
満
杯
に
な
っ
た

ら
、
環
境
衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

異
物
を
入
れ
な
い
で

尾
岩
坂
ご
み
処
分
場

車両 料金
軽トラック 520 円

0.75 トン積車両 1,570 円

1 トン積車両 2,100 円

1.5 トン積車両 3,150 円

2 トン積車両 4,200 円

4 トン積車両 8,400 円
（車両 1 台につき）

乾電池回収ボックスから取り出された混入物

ピンポイント☆分別コーナー
じゅうたんは「燃えるごみ」で出せるよ。
指定袋に入らない場合は…
①切断し、分けて指定袋に入れる
②直接環境センターに持ち込む
　（有料、指定袋不要）
③粗大ごみ特別収集の日に出す
　（無料、指定袋不要）
　　　いずれかの方法で出してね！
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人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 2 月 17 日（木）13:00~16:00
●場所／清水会館　青年集会室

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570‐003‐110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

よ
る
差
別
を
は
じ
め
、
高
齢
者
、
障
害
の

あ
る
人
、
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
、
外
国
人

に
対
す
る
差
別
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
人
権
侵
害
も
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
に
読
ん
だ
少
女
漫
画
に

「
ら
い
病
」
の
こ
と
を
描
画
し
た
1
ペ
ー

ジ
が
あ
り
、
そ
れ
が
長
い
年
月
を
経
て
も

頭
の
片
隅
か
ら
離
れ
ず
に
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
に
、ハ
ン
セ
ン
病（「
ら
い
菌
」

に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
皮
膚
や
末
梢

神
経
障
害
を
引
き
起
こ
す
病
気
）
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
は
早
期
に
発
見
し
、
適
切

な
治
療
を
行
え
ば
後
遺
症
を
残
す
こ
と
な

く
治
る
病
気
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
無
ら
い
県
運
動
」
と
い
う
名
の
も
と
に
、

患
者
を
療
養
所
に
送
り
込
む
強
制
隔
離
施

策
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
健
所
の
職
員
が

患
者
の
自
宅
を
徹
底
的
に
消
毒
し
、
患
者

は
人
里
離
れ
た
場
所
に
送
ら
れ
て
い
く
と

い
う
光
景
が
、
人
々
の
心
の
中
に
ハ
ン
セ

ン
病
は
恐
ろ
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
植

ハ
ン
セ
ン
病
か
ら
学
ん
で

え
付
け
、
そ
れ
が
偏
見
や
差
別
を
助
長
し

て
い
っ
た
の
で
す
。

「
ハ
ン
セ
ン
病
の
向
こ
う
側
」 

令
和
3
年
8
月
発
行 

厚
生
労
働
省
よ
り

ハ
ン
セ
ン
病
に
な
っ
た
人
た
ち
は
、「
親

や
兄
弟
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な

い
」「
自
由
に
ふ
る
さ
と
に
帰
る
こ
と
が

で
き
な
い
」「
実
名
を
名
乗
る
こ
と
が
で

き
な
い
」「
一
生
療
養
所
か
ら
出
る
こ
と

が
で
き
な
い
」「
結
婚
し
て
も
子
ど
も
を

持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
」「
死
ん
で
も
故

郷
の
墓
に
埋
葬
し
て
も
ら
え
な
い
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
権
利
が
奪
わ
れ
、
家
族
や
愛

す
る
人
た
ち
を
失
っ
て
い
っ
た
過
去
が
あ

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
ら
い
予
防
法
」
に
よ
る
国
の

誤
っ
た
隔
離
政
策
が
廃
止
さ
れ
、
20
年
以

上
経
っ
た
現
在
で
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
対

す
る
偏
見
や
差
別
が
残
っ
て
い
る
と
、
多

く
の
入
所
者
や
社
会
復
帰
者
の
方
々
が
感

じ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
の
偏
見
や
差
別
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
は
、
正
し
い
知
識
と
理
解
だ
け
で
な

く
、
偏
見
差
別
を
見
抜
く
目
と
、
差
別
を

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い
強
い
気
持
ち
と

勇
気
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
た
ち

一
人
一
人
が
自
ら
の
意
識
を
見
つ
め
直
さ

な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
問
題
だ
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
権
と
は
「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き

る
権
利
で
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い

る
権
利
」
で
す
。「
だ
れ
に
と
っ
て
も
大

切
な
も
の
で
あ
り
、
日
常
の
思
い
や
り
の

心
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
も
の
」
で
す
。

人
権
機
関
有
田
川
理
事　

小
向 

千
鶴

ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　
　
　
人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
の
委
嘱
を

受
け
、
住
民
の
人
権
を
守
る
た
め
の
相
談

業
務
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
私
の
ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員

上
田 

敦
子
（
角
）

柏
木 

敦
子
（
庄
）

新
谷 

信
子
（
粟
生
）

髙
垣 

か
す
み
（
吉
原
）

田
中 

伸
幸
（
庄
）

田
又 

和
彦
（
吉
原
）

畑
中 

泰
武
（
小
川
）

林 

ち
さ
と
（
清
水
）

山
戸 

敏
裕
（
板
尾
）

和
田 

啓
次
郎
（
天
満
）

（
1
月
1
日
現
在 

50
音
順 

敬
称
略
）

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

有田川町教育委員会　社会教育課
電話　　　22-4513
ファクス　32-4827
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まちのデータ
（令和 3年（2021 年）12 月末日現在）

人口 2万 5,909 人
男 1万 2,278 人
女 1万 3,631 人

1 万 670 世帯

交通事故発生件数
（12月中、物損含む）

有田川町 51 件
死者 0人　負傷 0人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 − 8744

相 

談

◆
◆
◆

2
月
の
行
政
相
談

●
2
月
9
日
（
水
）

・
二
川
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

13
時
～

16
時

●
2
月
16
日
（
水
）

・
五
郷
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー　

14
時

～
16
時
30
分

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

移
動
県
民
相
談

●
日
時
／
２
月
22
日
（
火
）
13
時
～
16
時

●
場
所
／
有
田
振
興
局
（
湯
浅
町
湯
浅

2
3
5
5
‐
1
）

●
内
容
／
弁
護
士
と
県
民
相
談
員
に
よ
る

法
律
相
談
・
行
政
相
談
・
そ
の
他
一
般

相
談

●
定
員
／
9
人
（
先
着
順
）

●
予
約
受
け
付
け

・
受
付
期
間
／
2
月
8
日
（
火
）
～

・
受
付
場
所
・
方
法
／
有
田
振
興
局
総
務

県
民
課
（
☎
６
４
‐
１
２
５
７
）
へ
電

話
予
約

問

和
歌
山
県
県
民
生
活
課
県
民
相
談
室　

☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
３
５
６

｝

税 

金

◆
◆
◆

所
得
税
申
告
相
談
会
場

税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）・
清
水
行
政
局

住
民
福
祉
室
で
は
、
申
告
相
談
を
3
月
15

日
（
火
）
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
受
付
時
間
を
16
時
ま
で
に
短
縮
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
次
の
表
の
と
お
り
出
張

や
休
日
の
相
談
会
場
も
設
け
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

来
庁
に
よ
り
申
告
相
談
を
さ
れ
る
方

は
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
マ
ス

ク
の
着
用
と
ペ
ン
や
電
卓
な
ど
の
必
要
な

筆
記
用
具
の
持
参
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

収
支
内
訳
書
・
医
療
費
控
除
の
明
細
書

の
代
行
作
成
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ

め
ご
自
身
で
作
成
し
た
上
で
、
申
告
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
多
数
の
方
が
集
ま
る
場
所
を
避

け
る
観
点
か
ら
、
郵
送
に
よ
る
申
告
書
の

提
出
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
税
務
課
・
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室
で

は
、「
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
を
売

却
さ
れ
た
所
得
」「
贈
与
税
」「
相
続
税
」

「
山
林
所
得
」
に
関
す
る
相
談
は
お
受

け
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
に
関
す
る

相
談
が
必
要
な
場
合
は
、
湯
浅
税
務
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

確
定
申
告
期
限
の
お
知
ら
せ

●
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申

告
・
納
期
限
／
3
月
15
日
（
火
）

●
個
人
事
業
者
の
消
費
税
と
地
方
消
費
税

の
申
告
・
納
期
限
／
3
月
31
日
（
木
）

●
贈
与
税
の
申
告
・
納
期
限
／
3
月
15
日

（
火
）

※
確
定
申
告
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ご
利

用
が
便
利
で
す
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
3
５
１

城 山 出 張 所 23 − 0001
粟 生 連 絡 所 22 − 0351
五 郷 出 張 所 22 − 0254
安 諦 出 張 所 26 − 0001
水 道 課 52 − 5356
下 水 道 課 53 − 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

申告会場
日時 場所

2 月 22 日 ( 火 ) 9 時～ 16 時 　金屋庁舎 2 階
　大会議室2 月 23 日 ( 水・祝 ) 9 時～ 16 時

3 月 3 日 ( 木 ) 13 時～ 16 時 　城山出張所

3 月 6 日 ( 日 ) 9 時～ 16 時

　吉備庁舎 1 階
　税務課3 月 12 日 ( 土 ) 9 時～ 12 時

3 月 13 日 ( 日 ) 9 時～ 12 時

お知らせお知らせ

422広報ありだがわ　2022.2



便
利
な
納
付
方
法
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
税
の
納
付
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
・
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
、
金
融
機
関
や
税
務

署
な
ど
の
窓
口
に
行
く
必
要
が
な
い
、
非

対
面
の
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

振
替
納
税
の
ご
案
内

納
税
に
は
「
振
替
納
税
」
が
便
利
で
確

実
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
振
替
日
／
4
月
21
日
（
木
）

●
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事

業
者
）
の
振
替
日
／
4
月
26
日
（
火
）

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

年 

金

◆
◆
◆

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
書
で
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
は
、
口
座
振
替

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
金
融
機
関
な
ど
へ
保
険
料
を

納
め
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
、
納
め

忘
れ
の
心
配
が
な
く
な
り
ま
す
。

催 

し

◆
◆
◆

あ
り
だ
の
へ
そ
寄
席
・
笑
っ
亭

桂か
つ
ら

枝し

曾そ

丸ま
る

さ
ん
と
、
林
は
や
し

家や

笑え
み

丸ま
る

さ
ん
に

よ
る
寄
席
を
開
催
し
ま
す
。
2
人
が
落
語

を
2
席
ず
つ
演
じ
ま
す
。

●
日
時
／
2
月
19
日
（
土
）
14
時
～
16
時

（
13
時
30
分
開
場
）

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

文
化
ホ
ー
ル

●
チ
ケ
ッ
ト
料
金
／
前
売
り
券

1
5
0
0
円
、
当
日
券
1
8
0
0
円

●
前
売
り
券
販
売
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
A
L
E
C
）・
社
会
教
育
課
（
金
屋
庁

舎
）
で
販
売
中
。

※
電
話
予
約
可
。
社
会
教
育
課
ま
で
。

問

社
会
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

●
納
付
の
方
法

①
2
年
前
納
（
４
月
～
翌
々
年
３
月
分
）

②
１
年
前
納
（
４
月
～
翌
年
３
月
分
）

③
６
カ
月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
、
10
月

～
翌
年
３
月
分
）

④
当
月
末
振
替（
早
割
）（
口
座
振
替
の
み
）

⑤
翌
月
末
振
替
（
割
引
な
し
）

保
険
料
は
、
前
払
い
（
前
納
）
を
す
る

と
割
引
が
適
用
さ
れ
お
得
で
す
。早
割
は
、

月
50
円（
年
間
6
0
0
円
）割
引
。
２
年
・

１
年
・
６
カ
月
前
納
は
、
そ
の
期
間
に
応

じ
た
割
引
が
あ
り
ま
す
（
口
座
振
替
と
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
は
、
割
引
額
が

異
な
り
ま
す
）。

申
し
込
み
は
、和
歌
山
西
年
金
事
務
所
、

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
や
す
ら
ぎ
福
祉

課
（
金
屋
庁
舎
）・
清
水
行
政
局
住
民
福

祉
室
、
口
座
振
替
を
行
う
口
座
の
あ
る
金

融
機
関
の
窓
口
へ
申
込
用
紙
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
２
年
・
１
年
・
６
カ
月
前
納
を

希
望
す
る
場
合
は
、
令
和
4
（
2
0
2
2

年
）
年
２
月
末
（
年
金
機
構
へ
必
着
）
ま

で
に
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
、
割
引
に
関
す
る
詳
細
は
、

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０

‐
０
０
３
‐
０
０
４
）
へ
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

第31回 名前の伝え方を紹介します。
自分の名前を手話で表現できるように頑張りましょう！

手話にチャレンジ！「山本」

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

①「山」
胸の高さで
右手の平を下に向け
山の形を描くように
左から右へ移動させる。

②「本」
体の前で
両手の平を合わせ
本を開くように
合わせた手を左右に開く。

お知らせお知らせ
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国 

保

◆
◆
◆

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
皆
さ
ま
な
ど

「
交
通
事
故
で
役
場
へ
届
け
出
？
」

～
義
務
で
す
　
届
け
出
　
第
三
者
行
為
～

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
皆
さ
ま
や

福
祉
医
療
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
は
、
交
通

事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が

を
し
た
場
合
、
役
場
へ
の
届
け
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

●
第
三
者
行
為
と
は

第
三
者
（
自
分
以
外
の
人
）
の
行
為
が

原
因
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
を
指
し
ま
す
。

（
例
）
交
通
事
故
（
自
転
車
事
故
を
含
む
）

で
け
が
を
し
た
と
き
・
暴
力
行
為
な
ど

で
他
者
に
け
が
を
さ
せ
ら
れ
た
と
き
―

―
な
ど

●
な
ぜ
届
け
出
が
必
要
な
の
？

第
三
者
行
為
に
よ
り
け
が
を
し
た
と
き

の
治
療
費
は
本
来
、
相
手
方
が
過
失
割
合

に
応
じ
て
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。
し
か

し
、
す
ぐ
に
治
療
費
を
払
っ
て
も
ら
え
な

い
場
合
な
ど
に
被
害
者
救
済
の
観
点
か
ら
、

届
け
出
を
い
た
だ
く
こ
と
で
健
康
保
険
が

立
て
替
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
届
け
出
に
よ
り
、
健
康
保
険

か
ら
相
手
方（
ま
た
は
損
害
保
険
会
社
な
ど
）

に
対
し
、
健
康
保
険
が
立
て
替
え
た
治
療
費

を
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

医
療
費
の
適
正
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
被
保
険
者
証

・
印
鑑
（
認
め
印
）

・
来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類（
免
許
証
な
ど
）

・
交
通
事
故
証
明
書
（
交
通
事
故
の
場
合

の
み
）

※
届
け
出
後
、
傷
病
届
済
証
明
書
を
発
行

し
ま
す
。

※
自
損
事
故
な
ど
は
第
三
者
行
為
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
こ
と
を
確
認
す
る

届
け
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
注
意
事
項

既
に
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

て
い
る
（
示
談
が
成
立
し
て
い
る
）
場
合

や
、
仕
事
中
や
通
勤
中
の
け
が
（
労
働
災

害
保
険
の
対
象
）、
ま
た
自
身
の
飲
酒
運

転
や
無
免
許
運
転
な
ど
に
よ
る
法
令
違
反

の
事
故
で
は
、
保
険
証
が
使
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
福
祉
医
療
を
受
給
さ
れ
て
る
方
へ
】

●
福
祉
医
療
と
は
／
乳
幼
児
医
療
・
子
ど

も
医
療
・
重
度
心
身
障
害
児（
者
）医
療
・

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
・
老
人
医
療
で
す
。

福
祉
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
健
康
保
険
と
は
別
に
役
場
へ
の
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
の
方
は
一
緒
に
届
け
出

が
可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

案 

内

◆
◆
◆

み
ど
り
の
募
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
内
各
ご
家
庭
や
職
場
か
ら
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
「
み
ど
り
の
募
金
」
の
合
計
額
は

88
万
5
2
8
円
で
す
。

皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
ま
し
た
募
金

は
、（
公
財
）
和
歌
山
県
緑
化
推
進
会
へ

送
金
し
、
地
域
や
学
校
な
ど
の
緑
化
活
動

な
ど
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

問

林
務
課
（
金
屋
庁
舎
）

ご
存
じ
で
す
か

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
は
相
続

手
続
の
簡
素
化
を
目
的
と
し
た
制
度
で
、

戸
籍
謄
本
な
ど
の
書
類
を
添
付
し
た
申
し

出
に
対
し
、
法
務
局
の
登
記
官
が
法
定
相

続
人
が
誰
で
あ
る
の
か
を
確
認
し
、
証
明

書
を
無
料
で
交
付
す
る
も
の
で
す
。
相
続

登
記
の
他
、
金
融
機
関
で
の
預
貯
金
の
払

い
戻
し
な
ど
、
相
続
手
続
全
般
で
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

和
歌
山
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　

☎
0
7
3
‐
4
2
2
‐
5
1
3
1（
代
表
）
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ご
存
じ
で
す
か

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

高
齢
の
父
が
亡
く
な
り
、
遺
さ
れ
た
子

ど
も
２
人
（
兄
妹
）
が
遺
産
の
分
割
で
言

い
争
い
に
な
り
ま
し
た
。
東
京
で
暮
ら
す

妹
は
「
実
家
の
土
地
や
建
物
、
田
畑
は
兄

さ
ん
に
譲
る
か
ら
、
預
貯
金
全
部
を
私
が

い
た
だ
く
わ
」
と
主
張
し
ま
す
が
、
実
家

に
暮
ら
す
兄
は
「
田
畑
の
管
理
は
大
変
で
、

相
続
す
る
だ
け
で
大
赤
字
な
の
に
、
預
貯

金
も
私
が
相
続
し
な
い
と
割
に
合
わ
な
い
」

と
一
歩
も
譲
り
ま
せ
ん
。「
そ
ん
な
の
私
に

は
何
も
遺
ら
な
い
か
ら
、
全
部
売
り
払
っ

て
お
金
に
し
て
分
け
れ
ば
い
い
」
と
妹
が

言
い
返
し
て
も
、
兄
は
「
先
祖
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
土
地
だ
か
ら
手
放
せ
な
い
」

と
お
互
い
の
主
張
は
平
行
線
の
ま
ま
。

こ
ん
な
と
き
に
亡
く
な
っ
た
父
の
遺
言

書
が
あ
れ
ば
、
大
切
な
子
ど
も
た
ち
は
言

い
争
い
に
な
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。遺

言
書
は
、
次
世
代
に
遺
す
故
人
の
意

思
で
あ
り
、
遺
さ
れ
た
親
族
間
の
紛
争
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
有
用
で
す
。
自
分
で

作
成
し
た
遺
言
書
を
法
務
局
へ
預
け
る
こ

と
で
、
よ
り
安
全
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
を
法
務
局
が

守
り
ま
す
。
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問

和
歌
山
地
方
法
務
局
供
託
課

　

☎
0
7
3
‐
4
2
2
‐
5
1
3
1（
代
表
）

地
籍
調
査
の
成
果
の
閲
覧
実
施

令
和
2
年
度
（
2
0
2
0
年
度
）
に

地
籍
調
査
（
現
地
調
査
）
を
実
施
し
た
次

の
地
区
に
つ
い
て
、
成
果
の
閲
覧
を
実
施

し
ま
す
。

該
当
す
る
土
地
の
所
有
者
な
ど
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
は
必
ず
期
間
内
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
こ
の
期
間
内
に
の
み
、
誤
り
等

の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
期
間
・
場
所

・
2
月
2
日
（
水
）
～
2
月
21
日
（
月
）

9
時
～
17
時
／
金
屋
庁
舎
2
階 

地
籍

調
査
課

※
期
間
中
の
土
日
祝
日
を
含
む
。

●
地
区

・
大
字
北
野
川
の
一
部

・
大
字
上
湯
川
の
一
部

問

地
籍
調
査
課
（
金
屋
庁
舎
）

募 

集

◆
◆
◆

放
送
大
学
　
入
学
生
募
集

放
送
大
学
で
は
10
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
な
ど
、
約
3
0
0
の

幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
資
料
の
請
求
な

ど
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
出
願
期
間

・
第
1
回
／
11
月
26
日
（
金
）
～
2
月
28

日
（
月
）

・
第
2
回
／
3
月
1
日
（
火
）
～
3
月
15

日
（
火
）

問

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
３
‐
４
３
１
‐
０
３
６
０

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 

自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
2
月
3
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
2
月
13
日
（
日
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

※
募
集
人
数
に
達
し
た
場
合
は
試
験
を
実

施
し
ま
せ
ん
。

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp
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統
計
調
査
員
を
募
集

各
種
統
計
調
査
（
経
済
セ
ン
サ
ス
・
国

勢
調
査
な
ど
）
で
統
計
調
査
員
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
統
計
調
査
員
の
仕
事
を
希
望
す
る
方

に
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
調
査
員
と
し
て
登

録
し
て
い
た
だ
き
、
統
計
調
査
実
施
の
際

に
調
査
へ
の
従
事
に
つ
い
て
依
頼
い
た
し

ま
す
。

な
お
、
ご
登
録
い
た
だ
い
て
も
す
ぐ
に

依
頼
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
都
合
が
合
わ
な

く
な
っ
た
場
合
な
ど
は
辞
退
し
て
い
た
だ

い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

●
業
務
内
容

統
計
調
査
に
お
い
て
、
調
査
票
の
配

布
・
回
収
・
点
検
な
ど
を
行
い
ま
す
。
任

命
期
間
は
約
2
カ
月
で
、
活
動
日
や
活
動

時
間
を
自
分
で
計
画
で
き
る
た
め
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
報
酬
／
調
査
の
種
類
に
よ
り
、
調
査
活

動
に
か
か
る
日
数
な
ど
を
考
慮
し
て
定

め
ま
す
。概
ね
3
～
4
万
円
程
度
で
す
。

●
登
録
資
格
／
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方

①
20
歳
以
上
の
方

②
調
査
活
動
に
従
事
で
き
、
説
明
会
に
参

加
可
能
な
方

③
町
内
に
居
住
し
、
調
査
活
動
が
可
能
な
方

④
警
察
・
税
務
事
務
に
従
事
し
て
い
な
い
方

●
登
録
方
法
／
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い

●
募
集
期
間
／
通
年

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
申
込
受
付
期
間
／
2
月
14
日
（
月
）
～

2
月
25
日
（
金
）

※
役
場
開
庁
日
時
に
伴
う
。

●
申
込
受
付
場
所
／
清
水
行
政
局
建
設
環

境
室
、
各
出
張
所

●
そ
の
他

・
入
居
に
は
所
得
制
限
な
ど
一
定
の
規
定

が
あ
り
ま
す
。

・
家
賃
は
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
定

し
ま
す
。

・
表
に
記
載
の
月
額
家
賃
は
令
和
3
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）
の
家
賃
で
す
。

・
応
募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合

は
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。

問

清
水
行
政
局
建
設
環
境
室

団地名 所在地 戸数 月額家賃 備考

二川 二川 204 番地 1 1 戸 1 万 5,600 円
～ 3 万 800 円

平成 4 年（1992 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 73.6㎡

二川 二川 801 番地 4 1 戸 1 万 5,700 円
～ 3 万 900 円

平成 5 年（1993 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 74.1㎡

清水 清水 816 番地 1 1 戸 1 万 6,800 円
～ 3 万 3,000 円

平成 6 年（1994 年） 建築、木造 2 階建て
4DK・浴室・トイレ、床面積 79.3㎡

小原 清水 676 番地 9 1 戸 1 万 5,700 円
～ 3 万 900 円

平成 5 年（1993 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 74.1㎡

小原 清水 676 番地 6 1 戸 1 万 3,000 円
～ 2 万 5,500 円

昭和 62 年（1987 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 66.1㎡

板尾 板尾 498 番地 2 戸 9,300 円
～ 1 万 8,300 円

昭和 60 年（1985 年）建築、木造平屋建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 54.4㎡

押手 押手 274 番地 1 1 戸 1 万 5,600 円
～ 3 万 700 円

平成 7 年（1995 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 74.8㎡

お知らせお知らせ

広報ありだがわが
アプリで読める！

広 報 あ り だ が わ
と町議会広報かわら
版をアプリ「マチイ
ロ」でご覧いただけ
ます。利用料は無料
です。

426広報ありだがわ　2022.2



月 火 水 木 金 土 日
1
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

2
□健康相談

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

3
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

4
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

5 6
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

7 8
□おひざでだっこ

のおはなし会
（金屋図書館）
【金屋図書館】

9
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□行政相談所
（二川高齢者福祉
センター )

【総務政策室】

10 11建国記念の日 12
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

13
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

14 15 16 17
□人権特設相談所

（清水会館）
　【社会教育課】

18
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

19 20
□集団健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

21 22
□ 4 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

23 天皇誕生日 24
□水道・下水道料

金口座振替日
【水道課・下水道課】

25 26
□おはなし会

（しみず図書室）
【しみず図書室】

27
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

28 3/1
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

2
□ 2 歳児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□健康相談
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

3
□健康づくり講座

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

□運動教室
（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

4
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

5 6
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

7 8 9
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

10 11 12
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

13
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

2月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

□第 8 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 8 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 8 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【水道課・下水道課】

□ 1 歳 6 カ月児健診（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス
　（金屋庁舎）【やすらぎ福祉課】
□行政相談所（五郷地区生活改善センター )
　【総務政策室】
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先
月
号
で
、
水
銀
を
つ
か
さ
ど
る
女
神
「
丹に
う
つ
ひ
め
の
み
こ
と

生
都
比
売
命
」
と

丹
生
神
社
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
丹
生
神
社

と
関
わ
り
の
深
い
水
銀
朱
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

水
銀
朱
と
は
、「
辰し
ん
し
ゃ砂
」
と
い
う
鉱
物
を
粉
末
に
し
た
赤
色
の
顔

料
で
あ
り
、
既
に
縄
文
時
代
に
は
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
古
代

の
人
々
は
赤
色
を
神
聖
な
色
と
考
え
て
お
り
、
邪
悪
な
も
の
を
封

じ
込
め
、災
い
を
防
ぐ
「
魔
除
け
」
の
た
め
に
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

神
社
の
柱
な
ど
が
赤
く
塗
ら
れ
て
い
る
の
も
そ
の
理
由
か
ら
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
中
期

（
2
0
0
0
年
～
1
5
0
0
年
前
）
に
は
、
死
者
を
葬
る
儀
式
の

中
で
赤
色
顔
料
を
盛
ん
に
使
う
風
習
が
あ
り
、
赤
色
に
は
蘇そ
せ
い生

や

霊
を
封
じ
込
め
る
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

古
代
の
赤
色
顔
料
に
は
、
主
に
鉄
鉱
石
や
粘
土
の
中
か
ら
採
れ

る
酸
化
鉄
を
用
い
た
ベ
ン
ガ
ラ
と
水
銀
朱
が
あ
り
ま
す
が
、
水
銀

朱
は
ベ
ン
ガ
ラ
に
比
べ
て
赤
の
発
色
が
鮮
や
か
で
、
産
出
量
も
少

な
い
こ
と
か
ら
貴
重
な
も
の
で
し
た
。
水
銀
朱
の
原
料
で
あ
る
辰

砂
は
、
近
畿
か
ら
九
州
に
か
け
て
の
中
央
構
造
線
（
九
州
か
ら
関

東
に
伸
び
る
長
大
な
断
層
）
付
近
か
ら
産
出
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

水す
い
ぎ
ん
し
ゅ

銀
朱

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
産
出
量
は
限
ら
れ
て
お
り
、
辰
砂
に
含

ま
れ
る
水
銀
の
含
有
量
も
低
い
こ
と
か
ら
、
古
代
に
お
い
て
は

ご
く
一
部
の
権
力
者
の
み
が
使
用
で
き
る
特
別
な
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
す
。

町
内
で
も
、
水
銀
朱
と
関
わ
り
の
深
い
文
化
財
が
旧
吉
備
中

学
校
校
庭
遺
跡
（
下
津
野
）
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は
、

粉
末
に
し
た
辰
砂
を
す
り
潰
し
て
水
銀
朱
に
仕
上
げ
る
工
程
で

使
用
さ
れ
た
石
臼
で
、
弥
生
時
代
後
期
後
半
（
約
1
8
0
0

年
前
）
の
も
の
で
す
。
石
の
中
央
付
近
は
、
鮮
や
か
な
朱
色
を

し
て
い
ま
す
。

こ
の
石
臼
が
使
用
さ
れ
た
時
代
は
、
権
力
者
の
お
墓
が
大
き

く
な
り
、
水
銀
朱
の
使
用
も
盛
ん
に
な
る
時
代
で
す
。
時
の
権

力
者
の
指
導
に
よ
っ
て
、
各
地
で
辰
砂
の
採
掘
が
行
わ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
旧
吉
備
中
学
校
校
庭
遺
跡
の
石
臼
は

有
田
川
流
域
で
も
水
銀
朱
が
製
造
さ
れ
、
各
地
に
運
び
出
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
町
の
歴
史
を
考
え
る
上

で
も
貴
重
な
文
化
財
と
い
え
ま
す
。

こ
の
石
臼
は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
A
L
E
C
）
の
資
料

展
示
室
で
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水銀朱を精製した石臼
（長さ 24.6㎝）
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